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学校給食を通じた食育活動

食 育 活 動 むさしの給食・食育フェスタ2015
にでかけよう！

おいしさと安全へのこだわり

児童生徒の心身の健全な発達に資することを
最優先に、子どもたちへの食育の充実と安全に
配慮した食材の厳選、食材本来の味を大切にす
る手作り給食、食文化を伝える和食献立などを
特色とした良質な給食の提供に努めています。

●地産地消●
市内産野菜は新鮮さに優れているだけでなく、
顔の見える生産者から届けられることで、子ども
たちが生産に携わる農家の努力や思いを知る機会
も得られます。
市内生産者との連携を深め、食農体験を通して
自然への感謝の気持ちを養うことが出来るよう
に、地産地消を進めています。

●食物アレルギー対応●
食物アレルギーのあるお子さんが安全で安心な
学校生活を送ることができるよう、医師の診断に
基づき、原則として卵・乳・乳製品について除去
食の提供を行っています。
また、卵・乳・乳製品以外のアレルゲンをお持
ちのお子さんへは、給食の食材が詳細に記載され
た献立表をお配りしています。

●手づくり調理●
食材を生かし、食材本来の味を大切にするため、冷凍食品や調理品・半調理品は
使用せず、素材からの手作り調理を実施しています。

●献立の工夫●
成長期の子どもたちに必要な栄養のバランスを考慮するとともに、家庭でとりに
くいカルシウム、ビタミン類、食物繊維を多く摂取できるようにしています。

栄養指導や食育
給食時間を活用して、食材に関することや栄
養素の働きなど、学年別のテーマに沿った栄養
指導や各学年の授業単元に合わせての食育授業
を教員と栄養士の指導で行っています。

調理員のクラス訪問
給食についての理解
を深めるために、給食
作りに携わる職員が訪
問し、調理の様子など
を説明しています。

おたより等
給食時間の放送原稿、給食時間のおたより、保
護者向けのおたより等で情報発信しています。

調理実習と施設見学
料理をすることにより食への関心と食事の楽
しさを知ってもらう。毎日食べている給食が作

●食文化の伝承●
昔から日常的に家庭で食べられている和食献立
を大切にし、旬の食材や季節の行事食を取り入れ
た献立を作っています。
また、地域の食文化を伝える献立なども積極的
に取り入れています。

●食材の厳選●
食品選定にあたっては、生産地、加工地などの
履歴が確認できるものの中から、肉・魚等につい
ては毎月、昆布・かつお節等の乾物類については、
半年に一度、保護者、校長会、給食担当教諭の代
表と栄養士、調理師が、試食をして選定します。
また、野菜類は2週間に一度の見積もり合わせを
行い、栄養士が安全性を重視し、低農薬・有機栽
培の農産物を厳選しています。

●安全性の確保●
国の学校給食衛生管理基準及び都の安全・衛生管理基準に従い、「残留農薬検査」

「食品添加物検査」等の 安全管理、衛生管理を徹底するとともに、市独自の「放射
性物質検査」などの検査体制をとり、より一層の安全・衛生管理に努めています。

られる施設を見学する
ことで、給食を理解し
て身近に感じてもらう。

お弁当給食
通常と違う場所で給食を友達と食べること
で、楽しく食事をすることを感じてもらう。

バイキング給食（6年生対象、年1回実施）

食事を楽しみながら
他人のことも考えて会
食の楽しさやマナーの
習得と健康的な食事バ
ランス能力を養う。

交流給食
保護者、生産者、地域の方、祖父母等と給食を通
じてふれあい、会食の楽しさや、人をもてなす心
を養う。

「みんなでチャレンジ！ たべもの博士」をテーマに、今年
も、「むさしの給食・食育フェスタ2015」を開催します。

●日程　8月22日（土） 10:00～14:30
●会場　武蔵野市民会館　※給食試食等、一部有料
 （住所：境 2－3－7）

昨年も好評をいただいた、「魚の解体ショー」や、捌
いた魚とタコを使った調理実習を企画しています。
このほか、給食で使用している食材の紹介と販売を
行う「むさしのマルシェ」や、体験コーナー「Let’sチ
ャレンジ！たべもの博
士」、給食の試食がで
きる「むさしの食堂」
など盛りだくさんの企
画で皆様をお待ちいた
しています。

▲食品選定委員会

武蔵野地粉うどん▶
▲市内畑での小麦収穫

問教育支援課、（一財）武蔵野市給食・食育振興財団

１面 さらに安全でおいしい給食をめざして
 むさしの給食・食育フェスタ2015
２面 武蔵野市の特別支援教育を紹介します
３面 教育委員会からのお知らせ
 連載「むさしの歴史探訪」
４面 図書館からのお知らせ
 総合教育会議が始まりました
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問教育支援課　特別支援教育・教育相談係

区分 小学校 中学校

固定学級
子どもたちが毎日通
って学習する、学籍
ある学級です。

知的障害 大野田小：むらさき学級
境南小　：けやき学級 第四中：群咲学級

肢体不自由 大野田小：いぶき学級 第四中：いぶき学級

病弱（院内） 境南小　：いとすぎ学級（武蔵野赤十字病院内）
第六中：いとすぎ学級
（武蔵野赤十字病院内）

通級指導学級
通常は学籍ある学級
（学校）で学習し、週
に1回程度通う学級
です。

情緒障害等
第四小　：はなみずき学級
井之頭小：かわせみ学級
桜野小　：こぶし学級

第二中：こぶし学級

難聴
桜野小：こだま学級

第一中：エコールーム

言語障害

特別支援教育アクションプランを策定しました 武蔵野市における特別支援教育の推進イメージ

情緒障害等通級指導学級とは

特別支援教室の導入に向けて
～小学校の「情緒障害等通級指導学級」が「特別支援教室」に変わります～

武蔵野市の特別支援学級

武蔵野市では、子どもたちの発達や障害の状態に応じて適切な教育ができるよう知的障害・肢体不自由・病弱（院内）の固定学級や、難聴・言語障害・
情緒障害等の通級指導学級などさまざまな特別支援学級を設置しています。通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする子どもも含めて、一人ひとり
の特性に合わせた指導や支援に取り組んでいます。

第二期武蔵野市学校教育計画に基づく特別支援教育推進
に向けた具体的な取組（武蔵野市特別支援教育アクション
プラン）を策定しました。共生社会の形成に向けたインク
ルーシブ教育システムの構築を見据えて、教職員の専門性
向上、早期からの一貫した相談・支援の充実、新たな連携
体制の構築、多様な学びの場の整備などの施策を掲げてい
ます。市役所教育支援課、各図書館で配布しています。

平成30年度までに都内すべての小学校に「特別支援教室」が設置されます。
現在の情緒障害等通級指導学級設置校が拠点校となり、教員が拠点校から児
童の在籍校に巡回して指導する方式に変更されます。より多くの児童が在籍校
で特別な指導を受けられるようにするとともに、巡回教員と在籍校の連携を強
化して在籍学級での適応力を早期に向上させることなどを目的としています。
武蔵野市での導入は、スケジュールが決まり次第、お知らせします。

在籍しながら週1回程度通う学級です。個別学習や少人数グループでのゲームや遊びを通じて、人と関わることの楽しさを体験し、
自分の考えを伝えたり、相手の思いを受けとめたりする力を育てています。本来持っている力を発揮し、自信をもって楽しい学校
生活を送れるように支援することを目標にしています。

学校生活で友達とうまく関われない、集団行動が苦手、あるいは、知的発達に遅れ
はないが能力のばらつきによって学習が思うように進まない子どもが、通常の学級に

●専門家スタッフ：大学教授などの発達障害の専門家が
小中学校を年6～ 8回訪問します。授業を観察し、指
導上の工夫などについて専門的な見地から学校に助言
を行います。
●派遣相談員：教育支援センターの臨床心理士が小中学
校を毎週訪問しています。学級担任などに助言を行う
ほか、児童・生徒や保護者からの相談に応じています。

●ティーチングアシスタント（TA）：教職志望の大学生・
大学院生が、小・中学校で教員の指導補助や子どもた
ちの学習、グループ活動、休み時間の遊びなどの支援
を行います。
●サポートスタッフ（SS）：臨床心理士などを目指し、
発達障害などについて学んでいる大学生（3年生以
上）・大学院生が、小学校で発達障害や学習につまず
きのある子どもの個別指導や休み時間などの生活支援
を行います。

TA、SSは随時募集しています。 
（1回あたり謝礼：TA 2,000円、SS 4,000円） 
市ホームページに応募方法を掲載しています。

乳幼児期から学校卒業後までの一貫性ある支援を目
的として、児童や保護者の希望を踏まえ、教育・保健・
医療・福祉など関係機関が連携して児童を支援するため
の中長期計画シートです。指導や支援の成果、児童本人
の変化、有効であった支援の手立てなどの情報を記載し、
進級・進学時などの引継ぎをより効果的にするために作
成します。武蔵野市教育委員会では、平成27年度から、
特別支援学級に通う児童・生徒について、原則として「学
校生活支援シート」を作成することとしました。

副籍制度は、都立特別支援学校の小学部・
中学部に在籍する児童・生徒が、居住する地
域の区市町村立小中学校に副次的な籍（副籍）
をもち、学校便りの交換や運動会や学芸会へ
の参加などの交流を通じて、居住する地域と
のつながりを維持・継続する制度です。平成
27年度からは、都立特別支援学校に入学す
る全ての児童・生徒が副籍をもつことが原則
となりました。

「インクルーシブ教育システム」とは……
障害者権利条約によれば、人間の多様性を尊重し、障害者が能力を最
大限まで発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能にするた
め、障害のある者と障害のない者ができる限り同じ場で共に学ぶ仕組み
であるとされています。

武蔵野市特別支援教育アクションプラン 検索市ホームページで
ご覧いただけます。

武蔵野市サポートスタッフ

武蔵野市ティーチングアシスタント

検索

検索

特別支援教育
～願いをつなぎ　支援をつなぎ　夢につなぐ～

を紹介します

学校支援人材によるサポート
～通常の学級への支援も行っています～

学校生活支援シート
～「つながり」と「安心」を支えます～

平成27年度から
新たな副籍制度が始まりました

小・中学校の取組
○校内委員会の運営
○特別支援教育コーディネーターの配置
○教員の専門性の向上
○個別指導計画・学校生活支援シートの活用

専門的人材に
よる支援

○専門家スタッフ
○教育支援センター
　派遣相談員
○都スクールカウン
　セラー
○スクールソーシャ
　ルワーカー

一人ひとりの
教育的ニーズに
応じた支援

○サポートスタッフ
○ティーチング
　アシスタント
○通級指導学級
○個別支援教室

特別支援学級（固定）の運営
○知的障害・肢体不自由・病弱

○交流・共同学習の推進

連携体制の構築
○都立特別支援学校との連携
○副籍制度の充実
○幼・保・小の連携
○医療・福祉機関との連携

保護者とともに

学校生活支援シート

就学支援シート

個別移行支援計画

乳幼児期

学齢期

社会参加期
保護者

保護者

保護者

【学校生活支援シートのイメージ】

教育・保健・医療・福祉等の関係機関
（病院、保健センター、幼稚園、保育所、
子ども家庭支援センター、療育機関、
小中高校、特別支援学校、ハローワーク、
就労支援センターなど）との連携

■児童・生徒のライフステージ等に
　応じた適時・適切な連携

都立特別支援学校
（在籍校）

地域指定校 自宅

通学

交流
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高橋家の大ケヤキ たかはしけの
おおけやき

竹内家のカキの木 たけうちけの
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中頃の新田開発時期になります。農
作業時に風でかごが飛ばないように
杭に結んだという話も残っており、
ケヤキは防風林としても生活に必要
不可欠であったようです。

ます。上保谷村の三右衛門が、寛文年
間頃（1660年代）まであった出雲松江
藩の下屋敷跡地を開発した地域、もう
ひとつは正徳年間頃（1710年代）に、
玉川上水の工事に従事した檜

ひのはらむら

原村人
へんぼり

里
の人々が開いた地域です。

口（市立第六中学校北側沿い）もあり
ます。また、玉川上水桜橋のたもと
には国木田独歩の文学碑、桜橋から
南西に向かうと、通称独歩の森と呼
ばれる境山野緑地もあります。

設案内や文化財の説明表示があり、
散策の参考になります。また、東小
金井方面へ進むと、武蔵野ふるさと
歴史館があります。文化財散策や休
憩、情報収集の場としてご利用いた
だけます。

この大ケヤキが植樹
されたのは、江戸時代

旧境村は、成立の異な
るふたつの地域からなり

近くには、国史跡玉
川上水や品川上水分水

JR武蔵境駅付近の
中央線高架橋脚に、施

竹内家の前庭内にあり、高さ約8m、根張り周
囲は約4.9mです。地上高1.55mのところで北側
と南側の二股に分かれています。
植栽された時期は不明ですが、境南町の観音院

所在の竹内家の墓碑調査等から、江戸時代享保期
（1716～1735年）の新田開発当時に植栽されたと
考えられ、樹齢約300年と推定されます。禅

ぜん

寺
じ

丸
まる

という品種で、現在も毎年秋には多くの甘い実が
なります。

樹齢約330年と推定され、高さ約30m、根
本の周囲は約4.9mあります。かつては、この
大ケヤキの西側にも同規模のケヤキがあり、門
柱のように一対となっていましたが、枯死した
ため、東側の大ケヤキのみが残存しています。
また、東側の屋敷境にも数本の樹齢100年未満
のケヤキがあり、屋敷林の形態を残しています。
高橋家より市が譲り受け、平成19年4月1日

より境三丁目緑地内で管理されています。

市天然
記念物

市天然
記念物

所在地　境南町3－11－3

所在地　境3－10（境三丁目緑地）
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植栽された時期は不明ですが、境南町の観音院

所在の竹内家の墓碑調査等から、江戸時代享保期
（1716～1735年）の新田開発当時に植栽されたと
考えられ、樹齢約300年と推定されます。禅

ぜん

寺
じ

丸
まる

という品種で、現在も毎年秋には多くの甘い実が
なります。

樹齢約330年と推定され、高さ約30m、根
本の周囲は約4.9mあります。かつては、この
大ケヤキの西側にも同規模のケヤキがあり、門
柱のように一対となっていましたが、枯死した
ため、東側の大ケヤキのみが残存しています。
また、東側の屋敷境にも数本の樹齢100年未満
のケヤキがあり、屋敷林の形態を残しています。
高橋家より市が譲り受け、平成19年4月1日

より境三丁目緑地内で管理されています。

市天然
記念物

市天然
記念物

所在地　境南町3－11－3

所在地　境3－10（境三丁目緑地）
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学校を中心とした子どもへの教育活動に対する支援や教員の多忙
化を解消するために、従前の教育開発室を発展させ、「相談・支援」
「研究」「教育情報収集・発信」「調査・研究」「ネットワーク構築・コ
ーディネート」の5つの機能を備える教育推進室を4月1日、市役
所南棟5階に開設しました。将来は教育支援センター（現在は大野
田小学校内）と統合し、「未来を支える子どもたちの教育」を支える
教育センターを実現させていきます。

武蔵野ふるさと歴史館では、戦後70年の節目に際し、企画展「戦争と武蔵野」
を下記の日程で開催します。

期　間　平成27年8月13日（木）～ 10月4日（日）
会　場　武蔵野ふるさと歴史館　第二展示室（企画展示室）
入館料　無料
休館日　金・土・祝日、但し8月15日（土）は臨時開館します

武蔵野町に突如現れた国内有数の航空機メーカー
中島飛行機の巨大な製作所。
アメリカ軍による度重なる爆撃の被害をはじめ、
この施設が武蔵野町にどのような影響を与えたの
か、戦後70年の今、戦前から戦後までの史実を史
資料とともに紹介します。

平成4年3月に発行した武蔵野市教育史（1～ 3巻）の続
編を編さんします。武蔵野市の教育の現状を振り返り、将来
の展望に立った教育課題を探り、広く市民にも理解できる読
み物として後世まで残る史料の編さんを行う予定です。

問教育企画課　教育企画係

平成28年度から使用する市立中学校の教科書を、8月末までに教育委員会で
採択します。採択にあたっては、市立中学校教員による教科別調査委員会での
調査研究や、学識経験者・保護者代表等による採択協議会での協議報告を受け
て行うとともに、学校や市民から寄せられた意見を参考にします。

問指導主事、指導課　指導事務担当

5月15日（金）、「開かれた学校づ
くり協議会」委員の方々に宮崎活志
教育長から委嘱状が渡されました。
市立小中学校全18校には、「開か

れた学校づくり協議会」が設置され
ています。学校の教育活動全般及び
学校の評価や改善策に関して話し合いを行います。また、各
校の代表者と教育委員との協議も行っています。

問指導主事、指導課　指導事務担当

このガイドは、教育委員会をはじめ、市
役所の各部署、生涯学習振興事業団などの
各種関連団体が行う約437の生涯学習事
業をまとめたものです。対象者別に、講座、
イベント、スポーツなどを分類して表示し
たほか、生涯学習に関連する市の制度・施
設などの情報を掲載しています。

問生涯学習スポーツ課　生涯学習係

▲武蔵野上空のB29「米国議会図書館蔵」

問 指導課　教育推進室

問武蔵野ふるさと歴史館

教育推進室を開設しました

武蔵野市教育史の続編を編さんします

平成28年度から使用する
市立中学校の教科書を採択します

平成27年度｢開かれた学校づくり協議会｣
委員委嘱状交付式を行いました

企画展「戦争と武蔵野」を開催します

平成27年度版「大人のための生涯学習ガイ
ド」を発行しました

市公式ホームページ「むさしのキッズページ」では、
夏休み中のイベントを紹介しています。

むさしのキッズページ 検索

教育推進室の運営体制・職務内容

学
校

地
域

５
つ
の
機
能

相談・支援
①教職員に対する相談・支援
②教職員に対する研究や研修等の協議をもつ場の提供
③学級崩壊やいじめ等への緊急対応支援

①学校情報システム等を活用した情報発信
②教科書展示・閲覧

①本市が抱える当面の教育課題に対する調査・研究
※平成28年度より実施予定

①若手教員育成研修の実施支援
②職層研修の実施支援
③重点事業や教育課題に関する委員会等の実施支援

①人材リストの作成及び学校への紹介
②地域コーディネーターの活用
③地域の教育力の学校教育への支援
④大学生の地域ボランティア活動の
　学校支援
⑤家庭や地域等への支援

調査・研究

ネットワーク構築
コーディネート

教 育 情 報
収集・発信

研　　　修
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中国の陰
いんよう

陽五
ごぎょうせつ

行説に基づく十干（甲乙丙丁戊己庚辛壬癸）と十二支（子丑
寅卯辰巳午未申酉戌亥）の組み合わせは60通りあり、年や日に割り振るこ
とはよく知られています。60歳を還暦と呼ぶのは、干支がひとまわりして
生まれ年の暦に還るからです。また、干支は暦だけではなく、時間や方位の
表示にも用いられます。

60通りあるこのうち庚申の日の夜には、人間の体から三
さん

尸
し

の虫が抜け出
して、60日間の悪行を天帝に告げ口し、その人の寿命を縮めるとされてい
ます。人びとはそれを避けるため、寄り集まって酒食をともにしながら徹夜
をしました。この行事を庚申待といい、庚申塔は多くの場合これを3年続け
たことを記念して建てられました。

講とは、もともと僧侶が行う仏事（講会）
をさしており、その後同一の信仰をもつ結
社や相互扶助を目的とする団体や会合も講
と呼ぶようになりました。境南町の庚申塔
も講組織により建てられたものです。
現在も講中の構成員の方々が協力して管

理をしており、毎年10月13日には、杵築
大社の神官を招きお祭りを実施しています。
種々の講組織が消滅している現在、講の

活動を継続している貴重な例です。
昨年は、台風の影響でお祭りの開催日が

ずれたそうですが、毎年同じ日にお祭りを
実施されるそうです。年に１度のお祭りを
見学に行かれてはいかがでしょうか。

庚申塔は、富士見通り（境南町 3丁目）の角
に南面して祠

ほこら

に納められています。宝
ほうれき

暦 2年
（1752）に建てられた庚申塔は、唐

から

破
は ふ

風型の笠
石を持つ塔形です。正面には青

しょうめん

面金
こんごう

剛像が刻ま
れ、左に太陽、右に三日月が彫られ、下に悪

あっ き

鬼
を踏まえ、さらに使者としての三猿が彫られて
います。右側面には、「宝暦二年壬

じん

申
しん

天十一月吉
日」、左側面には、「堺

さかい

邑
むら

講
こうちゅう

中十
じゅうきゅうにん

九人」と刻ま
れています。

市有形
民俗文化財

所在地　境南町3－25

キリトリセン

市の教育に関する様々な施策は、教育長と4人の教育委員による会議で
決めています。会議は原則公開です。この間、定例会を4回、臨時会を1回
開催し、21の議案、５の協議事項、34の報告事項について話し合いました。
◆議決事項：	武蔵野市教育委員会会議規則の一部を改正する規則
	 武蔵野市教育委員会事務局処務規程の一部改正する訓令　ほか
◆協議事項：武蔵野市教育委員会教育長の職務代理者の指名について
	 平成27年度各課の主要事業について　ほか
◆報告事項：第二期武蔵野市学校教育計画に基づく特別支援教育推進に向

けた具体的取組について
	 体罰に関する本市の実態と今後の対応について
	 吉祥寺図書館の在りかた検討ワーキングチーム報告について　ほか

問教育企画課 教育企画係

社会教育委員は、主に学校教育以外の青少年及び成人に対して行われる
組織的な教育活動に関して、教育委員会へ助言することを目的に設置され
ています。3〜 6月までの間、定例会を4回開催しました。
◆協議事項：平成27年度教育委員との懇談について
	 平成27年度生涯学習事業プロポーザル及び補助金の審査に

ついて　ほか
問 生涯学習スポーツ課 生涯学習係

教育委員会の会議（3～6月）

社会教育委員の会議（3～6月）

8／5（水）、9／8（火）、10／5（月）、11／4（水）、12／8（火）
時間　10：00～　 場所　教育委員会室
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問合せ 教育企画課 教育企画係 …………………………………（60）1894
指導課 指導事務担当 ……………………………………（60）1897
指導課 教育推進室 ……………………………………（60）1241
教育支援課 学務係 ………………………………………（60）1900
教育支援課 特別支援教育係 ……………………………（60）1908
生涯学習スポーツ課 生涯学習係 ………………………（60）1902
武蔵野ふるさと歴史館……………………………………（53）1811
中央図書館…………………………………………………（51）5145
（一財）武蔵野市給食・食育振興財団 ……………………（54）2090

教育支援センターでは、専門の相談員（臨床心理士）が、子育て、
心や身体の発達、いじめ、不登校などの相談をお受けします。

子育てや学校生活で悩んでいる方へ

所在地　吉祥寺北町 4-11-37　地下１階
受　付　月～金曜日（祝日を除く） 9：00～17：00

教育相談 ☎0422‒60‒1899

中央図書館開館20周年を祝して、以下のとおり様々なイベント（一部、
市環境部と共催）を実施します。詳細は順次、市報やホームページによる
広報、館内掲示を行います。多くの方の参加をお待ちしております。

武蔵野市立中央図書館は平成7年に現施設が開館し、今年度で開
館20周年を迎えます。前身となる武蔵野町立図書館は多摩地域で
戦後最初の公立図書館として、昭和21年に開館しました。

本市においても、市長と教育委員会が協議及び連携を行うことで市の
教育施策を総合的な見地から推進するため、「武蔵野市総合教育会議」を設
置しました。総合教育会議では、施策の大綱の策定等を協議します。
日程等の詳細は、市ホームページに掲載しています。

問 教育企画課教育企画係

自分が思い描いたこと、感じたことをことばでつづり、発表してみませんか?
平成18年度より子どもたちに文芸活動を奨励して、ことば・文章による豊かな表現
力を育てるため、従来の読書感想作品募集事業を基礎に「子ども文芸賞」を創設し、年
に1度、小中学生を対象に、小説・童話や詩・俳句・短歌などの創作作品や読書感想作
品を募集しています。

図書館では、利用者の読書のヒントとして、時事的なことがらや季節にふさわしいテー
マを選び、そのテーマに沿った図書を展示しています。中央図書館では年4回とミニ展
示を数回、武蔵野プレイスでは年約6回行っています。
また、中央図書館では平成23年度より、地域や市民の抱える課題を的確に把握し、

課題解決に関連する資料や情報を提供していくため、「課題解決テーマ展示」を行ってい

応募は市内在住・在学の小中学生が対象で、小説・童話・ずい筆、 詩、 
俳句・短歌、 読書感想作品の４部門です。審査は専門の審査員により行わ
れ、1人につき各部門1点（俳句・短歌は2点）を応募できます。
今年度は9～10月に応募受付を行い、3月に表彰式を行う予定です。

詳細は今後、市報、ホームページなどに掲載します。

ます。「地域や市民生活に役に立つこと、実際的な内容であること」を主眼
に置いて、図書館資料や、行政情報を選択、展示しています。
企画展示のブックリストは図書館ホームページにて公開しています。

中央図書館　20周年事業（7月以降）
イベント 日程

こどもまつり（水に関する科学あそび）
〜浮沈子をつくろう〜 7月26日（日）

水えんにち（水に関する様々なブ－スを出店）
8月1日（土）雨つぶぐるぐるすごろく（子ども向けイベント）

夕暮れ時のコンサート
〈出演〉・磯貝真紀氏（琴演奏）

・まなぐ氏（宮澤賢治を歌う）

9月19日（土）
18時～

20周年テーマ展示（一般書・児童書）
・20年前のベストリーダー（一般書）
・中央図書館と同い年の子どもの本（児童書）

8～ 10月

記念講演会
山本ふみこ氏（教育委員・随筆家）

10月25日（日）
14時～

どっきんどようび
廃材を使ったクリスマスリース作り 12月12日（土）

20周年ロゴマーク

問 中央図書館

武蔵野市立
中央図書館

図書館からのお知らせ
中央図書館20周年を祝して

　記念イベントを実施します

中央図書館の歴史
総合教育会議が始まりました

武蔵野市子ども文芸賞を開催します

企画展示を行っています


